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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  各務原西高等学校学校運営協議会（第１回） 

 

２ 開催日時  令和３年６月２日（水）  

 

３ 開催方法  書面開催 

 

４ 参 加 者  会  長  今尾 圭一 様 十六銀行各務原支店長 

        副 会 長  進藤 達彦 様 各務原市役所産業活力部商工振興課長 

        委  員  杉山 淳子 様 臨床心理士 

遠藤 正彦 様 各務原市自治会行政協力員 

              黒田 晴代 様 第１４回卒業生 

              堀 登司仁 様 ＰＴＡ会長 

田中 幸子 様 ＰＴＡ副会長 

                                                                                    

              学 校 側    増田 泰志    校長 

                        錦見 喜朗    教頭 

                            中川 弘之    事務長 

                          谷藤 寛三  教務主任 

向井 好美  生徒指導主事 

長谷川 博  進路指導主事 

林  えり  特別活動部長  

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）教育指導の重点及び学校経営計画（高等学校版マニフェスト）について 

意見１：教科指導において「授業が何よりも大切である。」との考え方に賛同する。学力の基

礎・基本は学校の授業より吸収し、塾等はこれを補うものとしての位置づけと考える。

また、コロナ禍においてはＩＣＴ機器を活用したオンライン授業、オンライン補習等

をいかに活用し、充実させるかが重要な検討課題である。 

意見２：これらの目標を全て達成するのは難しいことだと思う。少しでも上を目指して教職 

員と生徒が一丸となって取り組んで行くことでより目標に近づき、より良い学校にな

ると思う。 

意見３：「遅刻過多の生徒には担任、保護者と連携し、生活習慣を見直す指導を行います。」

とあるが、生徒によっては、生活習慣以外の理由も多く考えられるので、「なぜ遅刻

するのか」「悩みはないのか」など、一歩踏み込んだ指導も必要かと思う。 

意見４：「生徒自らが課題を見つけ解決していく力を養うことで」とある。これは、生徒一人

一人が自らについて丁寧な分析を行うことで、自分に必要な課題を知ることができ、

次への学習に繋がると思う。生徒の進路目標の達成には大切なことだと考える。 

意見５：単位制高校としての特色を生かし、生徒自らが学ぶための計画ができていると思う。 

意見６：とても良い学校経営計画だと感じる。生徒一人一人を大切にし、寄り添っていただけ



ることは、保護者にとってもありがたいとことだ。 

 

 （２）具体的な教育活動（教務、生徒指導、進路指導、特別活動）の重点について 

意見１：アクティブラーニング型授業（体験学習、グループワーク等）は、生徒の多様性・   

創造性を養ううえで重要な授業形態だ。新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止

対策は大切だが、ＩＣＴ機器を活用するなどして積極的に取り入れてほしい。 

意見２：コロナ禍において制約の多い中、十分な活動ができないことが多いと思う。生徒が、

家庭や自分の将来に不安を感じ、一人で悩むことのないよう心配りをしながら指導し

ていくことを望む。 

意見３：地域で各務原西高校のことを悪く言う人を見たことも聞いたこともない。長年受け継

がれてきた各部の活動方針に沿った指導の賜だと思う。各部の提案どおり進めてほし

い。 

意見４：コロナ禍においては、生徒の進路希望に必ずしも沿える家庭ばかりではないと思う。

経済的なことで悩む生徒を救うため、各種支援制度等を積極的に生徒や家庭に伝える

ことも大切である。 

意見５：生徒が、生徒会活動や学校行事、部活動を通して得るもの、気づくことには大切なこ

とがたくさんあると思う。また、これらの活動を通しで、生徒が自主性や自律性を持

つことで自己肯定感や自分自身の自信に繋がり、生徒の成長になると考える。特別活

動部の方針と重点を進めてほしい。 

意見６：資料を見て、塾等を利用していない生徒数の多さに驚いた。補習が充実していて、自

律的な学習習慣を身に付けている生徒が多いということかなと感じた。 

 

（３）その他 

意見１：様々な活動の中で、各務原市役所として協力できることもあると思う。関係各課に  

気軽に相談してほしい。 

意見２ いろいろな制約を強いられるコロナ禍においては、生徒も教職員もストレスフルな

毎日を過ごしていると思う。そのような状況でも柔軟な思考と互いを思いやる心を

持ちながら学校運営を進めていくことは大変な苦労があると思うが、生徒にとって

は成長の一助になると思う。各務原西高校の特徴を生かしながら、引き続きより良

い学校作りをされることを期待する。 

意見３ 学校案内を読むと学校の取組や方針がよく分かる。進路希望を実現するに当たって、

図や写真などを使って詳細に書かれていてとても良いと思う。 

意見４ コロナ禍でいろいろな活動が制約される中、生徒はもちろん、保護者も不安に思う

ことが多々ある。なかなか学校に集まることは難しいが、生徒と保護者、保護者同

士の情報交換ができる場があるとありがたい。 

 

６ 会議のまとめ 

  第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校運営基本方針について承認が得ら

れた。また、全委員より具体的にご意見やご感想をお聞かせいただけ、本校に寄せる期待や要望

も聞かせていただくことができた。 

今回の貴重なご意見を参考に、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を進めながら、今後

も粘り強く努力し、１人でも多くの生徒がこの学校に入ってよかったと言えるように尽力してい

きたい。 


